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クビアカツヤカミキリ（平成 30 年 1 月 15 日指定）への対応について 

令和元年８月 28 日 
環境省自然環境局 
野生生物課外来生物対策室 

 

１．分布に関する情報 

・現在、愛知県（平成 24 年）、埼玉県（平成 25 年）、群馬県、東京都、大阪府、徳島県（平

成 27 年）、栃木県（平成 28 年）、和歌山県（平成 29 年）、奈良県、三重県、茨城県（令

和元年）の 11 都府県で確認。 
 

２．主な対応状況 

・平成 27 年度・平成 28 年度に都道府県に対し、環境省自然環境局野生生物課長・農林水

産省消費・安全局植物防疫課長連名での注意喚起・対応要請に係る文書を発出。 
・平成 30 年１月 15 日に特定外来生物に指定。 
・平成 31 年１月８日に外来生物法第 11 条に基づく防除の公示を行った。 
・平成 31 年３月 26 日に地方環境事務所及び都道府県に対し、円滑な防除が実施される

よう、クビアカツヤカミキリの運搬及び保管に係る外来生物法の運用について自然環境

局長名で通知を発出。 
 
３．生態系等への被害対策の支援について 

生物多様性保全推進支援事業において、外来種対策を含む生物多様性保全に係る活動に対

し、1/2 又は定額を交付。クビアカツヤカミキリについては以下の２件を採択。 
①邑楽館林地域クビアカツヤカミキリ対策事業（平成 30 年度～） 
・事業費：10,508 千円（1/2 補助） 
・事業内容：被害木の伐倒等 

 
②大阪府クビアカツヤカミキリ防除対策推進事業（令和元年度～） 
・事業費：2,500 千円（定額補助） 
・事業内容：講習会や防除体制の整備等 

 

４．農業病害虫としての対応状況について 

・発生時には各都道府県で特殊報が発出され、確認の状況、生態情報、防除薬剤情報を 

含む防除対策に関する情報を周知。当該内容について農林水産省が全国の自治体に周

知。 
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